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は じ め に

ネズッポ科魚類 Callionymidaeは日本近海か

ら１４属３８種が知られている（中坊・土居内２０１３）．

そのうち，クジャクソコヌメリ Bathycallionymus

formosanus（Fricke，１９８１）は国内ではこれま

で土佐湾と東シナ海大陸棚縁辺域からのみ報告

されていた（中坊・土居内２０１３）．

２０１４年４月５日，長崎県橘湾牧島南方から刺

網によってクジャクソコヌメリが１個体漁獲さ

れた．本標本は長崎県における本種の標本に基

づく初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法

計数・計測方法は Nakabo（１９８２）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測は

デジタルノギスを用いて０．１�までおこなった．
生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された長

崎県産標本（KAUM-I．６０５０１）のカラー写真に

基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（２００９）に準拠した．本報告に用い

た標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．クジャクソ

コヌメリに適用すべき学名は中坊・土居内

（２０１３）にしたがった．

結果と考察

Bathycallionymus formosanus（Fricke，１９８１）

クジャクソコヌメリ（図１）

標本 KAUM-I．６０５０１，体 長１４４．０�，長 崎
市橘湾牧島南方（３２°４４′５０″N，１２９°５８′３２″E），

刺網，２０１４年４月５日，宮本美子．

記載 背鰭条数�，９；臀鰭条数９；胸鰭条
数�＋１８；腹鰭条数�，５；尾鰭条数�＋３＋�
＋２＋�．
体各部測定値の体長に対する割合（％）：背

鰭起部での体幅１８．９；背鰭起部での体高１１．３；

尾柄高４．２；背鰭前長２６．９；尾鰭長４０．４；頭長

２３．４；眼径８．６；吻長９．０；上顎長７．０；両眼間

隔幅０．８；背鰭第２棘長１６．６；背鰭第３棘長

１６．６；背 鰭 第４棘 長８．９；背 鰭 第１軟 条 長

２３．８；背鰭最後軟条長２２．２；臀鰭第１軟条長

１２．６；臀鰭最後軟条長１９．３；胸鰭長１８．４；腹鰭

長２６．２；前鰓蓋骨棘長５．０；肛門小突起長２．５．

体は前後方向に長く，縦扁し，無鱗で粘液質

に被われる．尾柄後部は強く側扁する．体背縁

は吻端から眼の上部にかけて上昇し，そこから

尾鰭基底にかけて極めて緩やかに下降する．体

腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに

下降し，そこから尾鰭基底にかけて極めて緩や

かに上昇する．腹鰭起部は鰓孔先端よりも僅か

に前方，腹鰭基底後端は鰓孔後端よりも後方に

１）〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐２４ 鹿児島大学大学院連合農学研究科
２） 〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐３０ 鹿児島大学総合研究博物館
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それぞれ位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭

第３軟条起部直下に僅かに達しない．第１背鰭

起部は腹鰭基底後端よりも僅かに後方に位置し，

第１背鰭基底後端は胸鰭基底上端よりも後方に

位置する．背鰭第１棘は糸状に伸長する．第２

背鰭起部は臀鰭起部よりも前方，第２背鰭基底

後端は臀鰭第７軟条起部直上にそれぞれ位置す

る．第２背鰭第１軟条長は頭長とほぼ同長．胸

鰭基底上端と下端は背鰭第３軟条と第４軟条起

部の間に位置し，胸鰭基底下端は腹鰭起部より

も下方に位置する．胸鰭後端は背鰭第４軟条起

部直下と臀鰭第２軟条起部直上より僅かに後方

に達する．臀鰭起部は背鰭第３軟条起部直下，

臀鰭基底後端は背鰭基底後端より後方にそれぞ

れ位置する．背鰭と臀鰭の各軟条は最後軟条を

除いてすべて不分枝．第２背鰭の最後軟条の前

方枝の先端は分枝しない．尾鰭の中央２軟条は

後方に突出し，尾鰭軟条は第５軟条が最長．眼

と瞳孔は前後方向に長い楕円形を呈し，体背面

に位置する．鼻孔は１対で眼の前方に位置し，

正円形をなす．口は小さく，上顎後端は眼の先

端直下に達しない．上顎は下顎よりも前方に突

出する．両顎には絨毛状の微小な円錐歯が密生

する．肛門は臀鰭起部前方に位置し，前後方向

に細長い皮弁をそなえる．側線は発達し，鰓蓋

上方から尾鰭基底にかけて体側上部をはしる．

尾柄部背面の連結枝により，左右の体側の側線

はつながる．鰓孔は小さく，円形を呈し，背鰭

起部よりも前方に位置する．前鰓蓋骨には強大

な前鰓蓋骨棘が１本ある．左体側の前鰓蓋骨棘

は折れており，観察不能．右体側のものは前後

方向に細長い円筒形を呈し，下縁は円滑．上縁

に２本の前鰓蓋骨内向

棘をそなえ，後方のも

のが前方のものより長

い．前鰓蓋骨棘上縁は

前鰓蓋骨内向棘の基底

後方で凹み，丸みを帯

びる．前鰓蓋骨棘前後

両端はともに鋭く尖る．

色彩 生鮮時の色彩

―体背面から体側上部

にかけては淡い亜麻色．体腹面は白色．体背面

には不規則な黄色雲状斑が多数はいる．体側に

は瞳孔よりも小さい黄色斑が散在する．眼の前

縁から上顎後端にかけてと，眼の下縁から上顎

後端後方にかけて，瞳孔よりも幅の狭い黄色帯

がはいる．第１背鰭は黄色を呈し，瞳孔よりも

細い白色帯が不規則にはいる．第１背鰭前縁と，

第３棘と第４棘の間の後縁は白色．第３棘と第

４棘の間に黒色斑がはいる．第２背鰭は黒色を

呈し，上部は黄色がかる．第２背鰭には細い白

色横帯と白色斑が多数はいり，上縁に沿った白

色帯がはいる．第２背鰭第１軟条と第２軟条の

鰭膜の上部に瞳孔よりも小さい黒色斑がある．

腹鰭前部は白色を呈し，後部は黄色．腹鰭の黄

色部には細かい白色の虫食い模様がある．胸鰭

各軟条は淡い茶褐色を呈し，半透明．臀鰭基底

付近は白色を呈し，その下に黒色帯がはいる．

臀鰭下部は鮮やかな黄色を呈し，各軟条間の鰭

膜に１－２本の細い青色帯がある．尾鰭各軟条

は淡い茶褐色を呈し，各軟条間の鰭膜は白色．

尾鰭中央部には瞳孔よりも小さい白色斑が散在

する．眼の上縁は黄色，虹彩は金色をそれぞれ

呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

固定後の色彩―体背面と体側上部は一様に淡

い茶褐色となる．各鰭の黄色は消失し，暗色と

なる．

分布 本種は日本，台湾，中国広東省，海南

島，およびトンキン湾から報告されている

（Fricke１９８１，１９８２，２０１６；Nakabo１９８３；Shen

１９９３；Ho and Shao２０１１；中坊・土居内２０１３）．

日本国内においては土佐湾と東シナ海大陸棚縁

辺域からのみ記録されていた（中坊・土居内

図１．クジャクソコヌメリ Bathycallionymus formosanus KAUM-
I．６０５０１，体長１４４．０�，長崎市橘湾牧島南方
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２０１３）が，本研究によって新たに長崎県橘湾に

おける分布が確認された．

備考 長崎県産の標本は，下唇上縁に肉質突

起が無いこと，体側下部に皮褶が無いこと，鰓

蓋が皮弁状でないこと，背鰭各軟条は最後軟条

を除いて分枝しないこと，前鰓蓋骨棘上縁に２

本の前鰓蓋骨内向棘をそなえること，前鰓蓋骨

棘上縁が前鰓蓋骨内向棘の基底後方で凹み，丸

みを帯びること，前鰓蓋骨棘前後両端がともに

鋭く尖ること，尾柄部背面に左右の体側の側線

を結ぶ連結枝があること，および尾鰭中央の２

軟条が不分枝であることなどの特徴により，

Nakabo（１９８２，１９８３）によって定義された Bathy-

callionymus 属と同定された．また，本標本は

第１背鰭第１棘が糸状に伸長すること，第２背

鰭の最後軟条の前方枝の先端が分枝しないこと，

第２背鰭第１軟条長が頭長とほぼ同長であるこ

と，臀鰭に黒色帯がはいることや第３と４棘間

の鰭膜に黒色斑が入ること，前鰓蓋骨棘の形状

などが Fricke（１９８１，２０１６）や Fricke and Golani

（２０１３），Fricke et al．（２０１４）の報告した Calliony-

mus formosanus，Nakabo（１９８３）や中坊・土居

内（２０１３）の報告した Bathycallionymus formo-

sanus の標徴とよく一致した．

また長崎県産標本は第１背鰭第１棘が糸状に

伸長すること，第２背鰭第１軟条と第２軟条の

鰭膜の上部に瞳孔よりも小さい黒色斑があるこ

と，生鮮時，臀鰭下部が鮮やかな黄色を呈し，

各軟条間の鰭膜に１－２本の細い青色帯がある

ことが，Nakabo（１９８３）や中坊・土居内（２０１３）

の報告した Bathycallionymus formosanus のオス

の特徴と一致した．さらに，長崎県産標本から

得られた計数・計測値は Nakabo（１９８３）によっ

て示された B. formosanus のオスの値と概ね一

致した．長崎県産標本の体幅の体長に占める割

合は１８．９％と Nakabo（１９８３）によって示され

たもの（１９．７－２２．４％）よりやや小さかったが，

その差は僅かであり，本研究では種内変異と判

断した．

Bathycallionymus formosanus は Fricke（１９８１）

により，台湾海峡の水深約９０mから得られた

１個体に基づき，Callionymus formosanus とし

て記載され，その後，Nakabo（１９８２）によっ

てトンガリヌメリ属 Bathycallionymus に移され

た．また，Nakabo（１９８３）は高知市御畳瀬と

トンキン湾から得られた本種それぞれ８個体，

計１６個体を詳細に報告すると同時に，和名ク

ジャクソコヌメリを提唱した．その後，日本国

内における本種の記録は土佐湾，東シナ海大陸

棚縁辺域からのものに限られており（岡村

１９９７；Shinohara et al．２００１；Nagamatsu２００９；

中坊・土居内２０１３；大河２０１５），本報告は長

崎県における本種の標本に基づく初めての記録

となる．

比 較 標 本

クジャクソコヌメリ Bathycallionymus formo-

sanus（７個体，体長３６．２－１５８．８�）：KAUM

-I．５８１１９，体 長５４．４�，KAUM-I．５８１２０，体 長

３６．２�，東シナ海（２７°１４′N，１２２°２０′E），水
深９２．１�；KAUM-I．６７７０２，体 長１５８．８�，東
シナ海（３２°２０′N，１２７°２５′E），水深１２９－１３５

�，KAUM-I．７５３６７，体長１０３．８�，東シナ海
（３２°２０′N，１２７°２５′E），水 深１３５－１３６m，

KAUM-I．７５６２６，体長１３０．３�，KAUM-I．７５６２７，

体長９６．６�，東シナ海（３１°２０′N，１２７°３８′E），
水深１３０�．
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